
東北農業研究（Tohoku Agric．lies．）44，307－308（1991）

夏秋咲きスプレーギクの日長処理による開花調節

有野　賓三・斎藤　洋・水越　洋＿■三●

（秋田県農業試験場・■秋田県立農業短期大学）

RegulaLion or Flower－lng by Photoperiodic Treatment on

Summer－Autumn Flowerlng Spray Type Chrysanthcmums

Kenzo ARINO，HiroshiSAITO and Yozo MIZUKOS川■

（Akita AgriculturalExperimcntStation・’Akita AgriculturalJuniorCollege）

1　は　じ　め　に

スプレーギクは昭和40年代に我国に導入された以来，作

付面積は急速に増大している。導入当初のスプレーギクは，

秋ギク型スプレーギクで．自然日長条件下での開花期は10

月下旬から11月上旬となり，7月から9月に開花させるた

めには，シェード栽培が必要になるなど労力，資材等を要

し．また∴短日処理期間中の高温により切花品質が低下す

るなどの欠点があった。最近．在来の夏秋ギクとスプレー

ギクの交雑により夏秋ギク型スプレーギクが育成された。

そこで，夏秋ギク型スプレーギクの開花生態を明らかにし

ながら，日長操作による開花調節並びに切花品質の向上対

策技術について検討した。

ここでは同一品種による収穫期の拡大を図るため，さし

芽時期と日長処理が開花並びに切花品質に及ぼす影響につ

いて検討したので，その結果の概要を報告する。

2　試　験　方　法

試験1．長日処理による開花調節

供試品種として7－リーピンク，シナノピンク（7月咲

き品種），ユートピア（8月咲き品種），チャーム，シルバー

カップ（9月咲き品種）を用い，さし芽時期は7月咲き品

種と8月咲き品種が1990年3月1日，4月1札　5月1日，

9月咲き品種は1990年4月1日，5月1日，6月1日とし

た。日長処理は時期中断4時間区（22：00～2：00）と無処

理区（自然日長）とし，長日処理期間は摘心後から本葉10

枚までと20枚までとした。また，所定の処理後は，自然日

長条件下で栽培した。

試験2．短日処理による開花調節

供試品種としてアーリーピンク（7月咲き品種），ユー

トピア（8月咲き品種），チャーム．シルバーカップ（9

月咲き品種）を用い，さし芽時期は1990年3月15日，4月

15日，5月15日の3時期とした。日長操作は摘心後から本

葉15枚まで暗期中断4時間（22：00－2：00）下で栽培し，

その後，13時間日長（シェード時間19：00～6：00）下で

4週間栽培してから自然日長条件下に移す区と，暗耕中断

4時間下で栽培後，自然日長条件下に移す区を設けた。

3　試験結果及び考察

試験l　表1に，さし芽時期及び長日処理期間が．開花

並びに切花品質に及ぼす影響について示した。開花状況を

みると．長日処理期間の違いが開花盛期に及ぼす影響は，

7－リーピンク，シナノピンクでは．さし芽時期が早い区

ほど処理期間が長い場合に抑制効果が高く現れた。また，

ユートピアでは．ほぼ・定となり，ユートピアは開花調節

に適する品種と考えられる。しかし，チャーム，シルバー

カップでは，7月咲き品種とは逆の傾向を示した。切花長

はいずれの品種及びさし芽時期とも無処理区に比べ長日処

理区で長くなり，しかも10枚区に比べ20枚区で優った。次

に花房別割合は各品種及びさし芽時期とも．無処理に比べ

長Irl処理区でA及びBの割合が高くなる傾向を示し，シナ

ノピンクを除いた品種では，10枚区に比べ20枚区でこの傾

向が明らかであった。また，到花日数についてみると，7－

リーピンクで51－58日，シナノピンクで59～66日，ユート

ピアで54～61日，チャーム47～91日，シルバーカップで48

～90日となり，7－リーピンク，ユートピア，シナノピン

クは長日処理後，自然日長条件下で栽培可能な品種である

ことが明らかとなった。

以上のことから，実用的な長日処理期間は，アーリーピ

ンクでは3月1日ざしで本葉20枚程度，4月1日ざしで10

－15枚，5月1円ざしで20枚程度，シナノピンク，ユート

ピアでは各さし芽時期とも本章20枚程度と考えられた。ま

た，チャームは4月1Hざしでは長月処理の効果は認めら

れず．5月1日ぎし，6月1口ぎしで本葉20枚程度が適1

であった。シルバーカップでは，4月1日ざしで20枚粗宴．

5月1日ざしで15～20枚程度が適当であったが，6月1日

ざしの20枚区では開花盛期が10月下旬となり．高所ロゼッ

トが約50％発生したことから，6月以降のさし芽は適当で

はないと考えられる。

試験2．表2にさし芽時期及び短円処理が開花並びに切

花品質に及ぼす影響について示した。開花状況を開花盛期

でみてみると，4週間の短日処理で7－リーピンクでは7

～9日，ユートピアで5～11日．チャームで7～25日，シ

ルバーカップで6－22円それぞれ開花期が前進した。切花

良はアーリーピンク，チャームで長く，ユートピア，シル

バーカップで短い傾向を示した。また．各品種ともLD→

ND区に比べLD→Sr）→ND区で短くなった。次に，第2

次分枝数についてみると，ユートピアを除いた他の品種で

は4週間の短日処理で少なくなる傾向を示した。花房別割
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蓑1　さし芽時期及び長日処理が開花並び
に切花品質に及ぼす影響（1990年）

⊂】
ロロ

種

さ　 処　 処 了　 開　　 切　　 妻　　 花　　 到

義　 朗 芸 花　 房　 苦

期　　　 終 期　 期　　 長　　 敷　　　　　 数

仏 日） 理　 研 日） 旗 日） （CⅡl） （枚　　 形　　 匝 ）

T

l

リ

10　 5 ．14　 7．9　 89 ，4　 3 1．4　 A　　　 56

3 ．1　 20　 6 ．4　 7．30 1 1 7．9　 4 5 ．8　 A　　　 56

無　　 －　 6 ．20　 6 1．0　 2 2 ．2　 A B　　 －

10　 6 ．6　 7．3 1 1 0 4 ．0　 32 ．2　 A B　　 55

l 4 ．1　 20　 6 ．2 2　 8 ，17 1 1 4．2　 4 1，6　 A　　　 56

ピ

ン

ク

無　　 －　 7．4　 5 5．5 15 ．4　 A　　　 －

10　 7．2　 8．2 9　 8 6．0　 27 ．4　 A B　　 58

5．1　 20　 7．2 1　 9．10 10 8 ．6　 38 ，8　 A　　　 5 1

無　　 －　 7 ．3 0　 4 2 ．9　 9 ．6　 B　　　 －

シ

10　 5．9　 7 ．9　 7 1．4　 32 ．4　 A　　　 6 1

3．1　 20　 5．29　 7 ．3 0　 9 9 ．2　 48 ．2　 A　　　 6 2

ナ

ノ

ピ

：／

無　　 －　 6 ．2 7　 5 3 ．2　 26 ．8　 A B　　 －

10　 6 ．4　 8 ．7 10 1．4　 37 ．8　 A B　　 64

4．1　 20　 6 ．16　 8 ．2 0 10 7 ．0　 45 ．8　 A　　　 5 9

無　　 一　 7 ．5　 5 1．2 17．O　 A B　　 一

10　 6 ．27　 9 ．1　 8 6 ．2　 3 1．6　 A B　　 6 610　 6 ．2 7　 9 ． 1　 8 6 ．2　 3 1 ．6　 A B　　 6 6

ク 5 ．1　 2 0　 7 ．1 1　 9 ．10　 9 2 ，9　 4 3 ．4　 A B　　 6 1

無　　 －　 8 ．2　 4 2 ，3 10 ．2　 B C　　 一

ユ

I

1 0　 5 ．1 5　 7 ．15　 8 0 ．9　 2 9 ．4　 A B　　 6 1

3 ．1　 2 0　 6 ．6　 7 ．3 1　 9 8 ．6　 4 0 ．4　 A　　　 5 5

無　　 一　 6 ．2 8　 5 8 ．7　 2 0 ．8　 B C　　 －

1 0　 6 ．6　 8 ．3　 7 5 ．1 2 9 ．6　 A　　　 5 8

ト 4 ．1　 2 0　 6 ．2 7　 8 ．2 3　 9 5 ，0　 3 9 ．2　 A　　　 5 7

ピ

ア

無　　 一　 7 ．14　 6 2 ．2 1 9 ．O　 A B　　 －

10　 7 ． 2　 8 ．3 0　 7 6 ．2　 2 8 ．2　 A B　　 5 9

5 ．1　 2 0　 7 ．2 4　　 9 ．16　 9 6 ．2　 3 9 ．O　 A　　　 5 4

無　　 一　 8 ． 1　 3 9 ．8 1 2 ．6　 B C　　 －

チ

ヤ

l

ム

10　 6 ． 4　 9 ．3　 一 柳　 芽 －　 D　　　 9 1

4 ．1　 2 0　 6 ．2 0　 9 ． 1 1 2 0 ．6　 4 3 ．8　 A B C　 7 3

無　　 一　 7 ．2 7　 － 柳　 芽 －　 D　　　 一

10　 6 ．2 9　 9 ．8 10 3 ．7　 3 5 ．8　 A B C　 7 1

5 ．1　 2 0　 7 ．1 6　 9 ．18 1 1 0 ．2　 4 0 ．8　 A B　　 6 4

無　　 －　 9 ． 1 － 柳　 井 －　 D　　　 －

10　 8 ．8　 9 ．2 9　 7 9 ．6　 3 2 ．8　 A B　　 5 2

6 ．1　 2 0　 8 ．2 4 1 0 ．10　 9 5 ．3　 4 2 ．2　 A　　　 4 7

無　　 一　 9 ．19　 7 3 ．1 2 1 ．8　 B C D　 一

シ

JL

ノヾ

10　 6 ．1 1　 9 ．9 1 1 8 ，4　 2 9 ．8　 C　　　 9 0

4 ．1　 2 0　 6 ．2 9　 9 ．14 1 1 0 ．3　 3 4 ．4　 B　　　 7 7

無　　 －　 8 ．1 5　 7 5 ．8 1 9 ．8　 B C　　 －

10　 7 ．6　 9 ．2 1　 9 1 ．5　 2 8 ．6　 A B C　 7 7

l 5 ．1　 2 0　 8 ． 1　 9 ．28 10 6 ，4　 3 6 ．4　 A　　　 5 8

カ

ッ

プ

無　　 －　 9 ．2 0　 8 3 ．9　 2 0 ．4　 C D　　 一

10　 8 ．1 7 1 0 ．4　 7 7 ．0　 2 7 ．4　 A　　　 4 8

6 ．1　 2 0　 8 ．3 1 1 0 ．3 0　 9 8 ．3　 3 6 ．2　 A　　　 6 0 ■

無　　 －　 9 ．2 9　 7 6 ．1 2 0 ．4　 A B　　 一

注．・；高所ロゼット（50％）

不整花房の形態による分類基準（表1．表2，共通）

営
（川田氏原図）

義2　さし芽時期及び短日処理が開花並びに

切花品質に及ぼす影響（1990年）

」】
n日

揮

さ　　 開　　 切　　　　　　　　 花　 到
処 蓋　 芸　 花 分枝数 （本） 房 讐

郡　　 期　　 期　　 長　 第 1次 第 2 次　　　 数
（月日） （月日） （cm）　　　　　　 形 （目）

‾7
1

諾 …：：喜 言霊 ；…：日 二3 3　 2 ‡…

リ
l
ピ

N b　 5．15　 9．10　 89．7 10．2　 0．8　 A　 4 7

L D　 3．15　 7．30 107．3　 7．6　 0．4　 A　 56

ン 4．15　 8．24　 94．3　 8．6　 0　　 A B　 58
ク N D　 5．15　 9．17 102．0　 8．0　 0．8　 A B　 54

ユ
l

ト

ピ

ア

L D 3．15 7．29 8 6．0 7．4 0 A 5 1

sb 4．15 8 ．14 74 ．8 10．0 0．4 A 4 7

N b 5．15 9．15 75．9 7．8 0 A 50

L D　 3．15　 8．7　 8 5．1　 6．4　 0　　 A　 60
J 4．15　 8．25　 8 2．4　 8．4　 0　 A　 58

N D　 5．15　 9．20　 84．4　 8．4　 0　　 A　 5 5

チ

ヤ
l

L D 3，15 8．8 106．8 6．4 2．8 A B 6 5

sb 4．15 8．20 94 ．0 8．2 3．2 A B 5 6

N b 5．15 9．17 84 ．7 7．2 0 A 54

L D　 3．15　 8．28 123．1　 4．6 12．2　 C D　 84

ム 1 4．15　 9．14 1は 1 5．8　 9．8 B C 8 1

N D　 5．15　 9．24　 9 3．6　 5．6　 0．2　 A　 6 1

シ
ノし
ノヾ
l
力

謹 書‡；… …：三… ……目 黒 ・4 … ……

L D　 3．15　 9．7 106 ．0　 5．2　 0　　 A B　 8 5

ツ
プ
1 4．15　 9，23　 89．0　 5．0　 0．8　 A　 60

N D　 5．15 10．4　 89．5　 4．6　 0　　 A　 62

合は各品種及びさし芽時期とも．4週間の短日処理により

A及びBの割合が高くなった。しかし，チャームの3月15

日ざしでは短日処理の効果が小さく，短日処理期間を5－

6週間程度にする必要があると考えられた。

以上のことから，夏秋ギク型スプレーギクに対する短日

処理（13時間日長　4週間）は．7～8月咲き品種では．

実用性がさほど認められないが．9月咲き品種では開花期

を前進させ，花房の形が整うなど．切花品質の向上に効果

が認められた。

4　ま　と　め

夏秋ギク型スプレーギクは，日長に反応することが明ら

かとなり，摘心直後から本葉15～20枚程度までの長日処理

により，切花長が十分確保でき．花房の形が整うなど切花

品質が向上する。また，9月咲き品種では短日処理により，

開花期が前進し，花房の形が整うなど切花品質が向上する。

このように夏季冷涼な気象立地条件を活かした夏秋期に，

さし芽時期をかえることによって，同一品種での収穫期の

拡大及び計画生産が可能である。
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